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広報だより作成のため、お気軽にご意見・ご要望をお聞かせください。
　　　　　　　現在町のホームページからも議会の内容や
　　　　　　　議会だよりをご覧いただけます。△

連絡先　七ヶ宿町議会事務局　☎ 37-2197　FAX 37-2198

12月定例会の
傍聴者は３名
でした
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あなたも議会の傍聴してみませんか？
次回の議会は令和６年３月５日から 18日の会期で、第１回定例会を開催予定です。
傍聴に関してのご質問は「七ヶ宿町議会事務局」までお気軽にお問合せ下さい。

　今
年
は
雪
の
な
い
穏
や
か
な
新

年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
夕
刻
に
能
登

半
島
で
発
生
し
た
地
震
被
害
は
津

波
や
大
規
模
火
災
、
幹
線
道
な
ど

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
寸
断
、
犠
牲
者
や

安
否
不
明
者
を
含
む
多
く
の
被
災

者
な
ど
、
日
増
し
に
全
国
民
に
衝
撃

を
与
え
て
い
ま
す
。

　我
が
町
で
も
毎
年
防
災
訓
練
を

実
施
し
、
議
会
で
も
「
七
ヶ
宿
町
議

会
災
害
対
策
本
部
設
置
要
綱
」
を

設
け
防
災
訓
練
に
参
加
し
て
い
ま

す
が
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
改
め
て

日
頃
か
ら
防
災
意
識
を
願
う
と
こ

ろ
で
す
。

（
髙
橋
き
く
子
）
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私
は
、
現
在
、
町
文
化
財
保
護
委
員
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
以
前
は
、
七
ヶ
宿
町
水
と
歴

史
の
館
館
長
も
務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
水
と
歴
史
の
館
は
先
人
が
残
し
て
く
れ
た
文
化

財
や
歴
史
に
関
す
る
資
料
な
ど
を
収
集
、
保
管
公
開
し
、
町
民
の
文
化
の
向
上
に
資
す
る
た

め
の
、
学
び
の
場
、
親
し
む
場
、
楽
し
む
場
の
社
会
教
育
施
設
で
す
。
一
方
で
、
町
外
に
対

し
て
、
七
ヶ
宿
町
の
過
去
・
現
在
・
未
来
の
情
報
を
発
信
す
る
教
育
や
観
光
の
施
設
で
も
あ

り
ま
す
。

　
七
ヶ
宿
町
に
は
、
湯
原
城
跡
（
湯
原
）
や
聖
観
音
像
（
関
）
な
ど
、
５
件
の
指
定
文
化
財

が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
約
80
ヶ
所
の
埋
蔵
文
化
財
（
土
地
に
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
文
化
財
）

が
あ
り
、そ
の
殆
ど
が
縄
文
時
代
の
遺
跡
で
す
が
、
６
ヶ
所
は
湯
原
城
跡
な
ど
の
城
跡
で
す
。

そ
れ
以
外
に
も
、
町
内
に
は
先
人
が
築
い
た
歴
史
遺
産
や
文
化
遺
産
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
長
年
、
役
場
職
員
と
し
て
、
七
ヶ
宿
町
の
歴
史
や
文
化
財
に
関
わ
る
仕
事
に
携
わ
る
事
が

で
き
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
大
き
な
財
産
で
す
。
温
故
知
新
。
過
去
の
歴
史
や
文
化
を
学

ぶ
こ
と
で
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
未
来
が
開
け
て
来
る
と
常
々
考
え
て
い
ま
す
。
国
内

で
は
、
先
人
が
残
し
た
文
化
財
遺
産
の
保
存
活
用
は
、
地
域
の
活
性
化
や
ま
ち
づ
く
り
に
欠

か
せ
な
い
ア
イ
テ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

こ
れ
ま
で
得
た
知
識
や
情
報
を
生
か
し
、
小

さ
く
て
も
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し

た
い
と
常
日
頃
か
ら
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
今
後
も
七
ヶ
宿
町
の
歴
史

や
文
化
財
に
つ
い
て
調
査
研
究
し
、
未
来
に
継

承
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。髙
た
か

橋は
し　
正ま

さ

雄お

湯
原
地
区
に
お
住
ま
い
の
髙
橋
正
雄
さ
ん
よ
り
投
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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これまでの得た知識や
情報を生かし、町内小
中学校などで歴史や文
化財の講師を務める。
現在は湯原区長とし
て、積極的に地域づく
りに取り組んでいる。


